
第６講 教材開発のストラテジー 

水谷泰三（株式会社 文溪堂） 

【学習到達目標】 

・企業の教材開発の視点を説明できる． 

・企業の教材開発の工夫を具体的な例を挙げて説明できる． 

・企業の教材開発におけるストラテジーとは何かを説明できる． 

 

１．企業が教材開発をする意義とインストラクショナルデザ

イン 

 本来教材というものは，教師自身が担任（担当）している子供の

実態や学習目標に応じて自作するべきものと考える．しかし，そう

するには学習課題や教材を使用する子供の分析から始まり，具体的

に製作するまで膨大な時間と労力がかかってしまう．そのため全て

の教材を自作することはたいへん困難をきわめる． 

 企業が教材の開発・発行を手がけるのは，昭和 22 年施行の学校

教育法第 34 条 2 項にある「教科用図書（教科書）その他の教材の

使用」で，有益適切な教材の使用が認められているという法的根拠

があるからだ． 

企業の教材開発は，インストラクショナルデザインによる教材設

計とほぼ同様の手順・サイクルで行われている．主に学習指導要領

や教科書改訂の時期に既存教材の見直し改訂を行い，改善を図って

いる．これらの教材は，学習内容全体を網羅しており且つ校正・校

閲を多視に行うため品質・完成度が高く，客観性や信頼性に優れて

いると言われ，広く全国で活用されている．その教材が国内の学力

を底上げ及び平準化に寄与しているという意味において事業として

意義が高く，社会的使命・責任も重いと言える．また，長年の教材

研究・開発ノウハウの蓄積により，国や文科省（学習指導要領など）

が目指す教育の意図を汲んだ教材を開発することができ，学校現場

にその意図を浸透させる役目も果たしていると言える．さらには，
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教育の動向や現場のニーズに応えるだけでなく，時代に応じた独自

の教材を開発することで，学校現場に対し新しい学習スタイルへの

「提案」や「転換」を促す「牽引車」としての役割も担っていると

言えるだろう． 

これらの教材を業界団体として普及・啓発・販売促進する活動を

しているのが，「一般社団法人 日本図書教材協会（日図協）」

「一般社団法人 全国図書教材協議会（全図協）」だ．これら団体

を中心に業界全体をあげて図書教材の質向上を目指している．例え

ば，日図協内に「学校教材調査会」を設置して大改訂ごとに日図協

会員教材出版社の主な図書教材を客観的にチェックしたり，第三者

機関である「日本教材学会」を設立し，教科や専門分野を横断した

教材研究を日常的に行ったりしている． 

２．教材の分類と役割 

「教材」とひと言で言うがその分類方法はさまざまある．業界で

は大きく「図書教材」「教材・教具」に分けられている．「図書教

材」は，テスト，ドリル，プリント，ノート，ワーク，副読本など

主に出版物を指す．「教材・教具」は，裁縫セット，画材セット，

書道セット，算数用具，図工教材，理科・生活科教材などの道具・

材料類を指す．ここでは特に「図書教材」について説明する． 

「図書教材」は，学校の授業や自習，家庭学習などさまざまな場

面で学習効果が上がるように，その種類によって役割と機能をもた

せて作られている．主な役割・機能を大別すると次のように教材分

類できる． 

「習得教材」・・・資料集・ワークなど，学習の初期導入や学習

の過程で，子供に興味・関心を起こさせたり，学習内容をより深化

させたりするための教材． 

「習熟教材」・・・漢字ドリル，計算ドリル，ペンマンシップな

ど，繰り返し学習したり，同内容・同レベルの問題を数多くこなす

ことで学習内容の定着を図ったりする教材． 

「評価教材」・・・テスト，プリントなど，学習内容の定着状況
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を確認し，子供の学習のつまずきを発見して診断・治療する教材．

どこまで理解できたのか，どこでつまずいているのかを観点別に評

価することで問題の解決を適切に行うことができ，それにより教師

の指導法の研究にも役立つ． 

３．さまざまな学習場面，学習活動に対応した図書教材 

 各教材は，さまざまな学習場面や学習活動の中で適切にまた効果

的に活用されるように工夫して作られている．文溪堂の図書教材を

例に説明する． 

時間で捉えた場合は，授業前後の休み時間や帯時間，授業中は導

入・展開・終末，放課後の家庭学習（宿題）などに活用できるもの，

活動でみた場合は，個性や特性に応じた個別学習やグループ学習，

習熟の度合いに応じた繰り返し学習や発展的な学習，主体的な学習

態度を育む課題学習や家庭学習（宿題）などに活用できるものがあ

る．例えば，難易度やつまずき具合に対応して開発されたプリント

教材は習熟度合いに応じた学習などで，ドリル教材は家庭学習の宿

題として主体的な学習態度を育む学習などで活用されることが考え

られる． 

このように文溪堂では，教材を機能や活用場面など多視点に捉え

て開発を行い，多くの教師や子供が活用できるよう工夫を重ねてい

る． 

４．教材開発のストラテジーとこれからの教材開発の在り方 

平成２３年 4 月に文部科学省より「教育の情報化ビジョン」が公

表された．これにより情報通信技術（ICT）を効果的に活用して分

かりやすく深まりのある授業の実現が求められることになった．電

子黒板やプロジェクタ，実物投影機，タブレット PC などのデジタ

ル機器，また，デジタル教科書・教材などのコンテンツも普及し始

めている．文溪堂では，この動きに合わせこれまでの教材（主に図
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書教材）と ICT（デジタル）を結びつけたものを開発してきた．例

えば，評価教材（テスト）では得点集計・診断資料作成ソフト「て

んまる」，漢字・計算ドリルでは付録の「漢字計算 ROM」に搭載さ

れているフラッシュ型のデジタル教材，社会科資料集では調べ学習

用のリンク集「インターネット資料集」や紙面に印字したＱＲコー

ドを読み取って動画やアニメーション教材へリンクさせる「かざし

てジャンプ」企画などがある．これらは，ICT を活用して教師の指

導や作業，子供の主体的な学習を支援したり補完したりすることを

目的としている．これこそが文溪堂の教材開発におけるストラテジ

ーと考えている． 

これからの教材開発は，実物教材（アナログ）＋ICT（デジタル）

との融合（連携，組み合わせ）を一層強め，学校（教師）－子供家

庭（保護者）をシームレスにつなげるようにすることが肝要と考え

る．また，学校現場においてダイバーシティ（多様化）がさらに進

むことを踏まえ，画一・均質的なものを提供するのではなく，各々

の学校現場の意見・要望を吸い上げたりするコンサルティングやそ

れらを解決するためのソリューションを提供したりする役割を担う

必要があるのではないかと考える． 

文溪堂図書教材カタログ 

文溪堂 Web 
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【参考文献・参考Web】 

(1) 株式会社 文溪堂 

  http://www.bunkei.co.jp/ 

(2) デジタル教材＆教育アプリ 

    http://www.bunkei.co.jp/bunkei-app/ 

 

 

 

 

【ワークショップ】 

(1)同じ正答であっても問題によって正答率が異なるのは何故か，

具体例を挙げてグループで考えなさい． 

(2)プリント教材の長所と短所について，グループで話し合って発

表しなさい． 

(3)紙（アナログ）の教材と ICT（デジタル）を組み合わせたり，

連携させたりして新しい教材を，グループで話し合って考えな

さい． 

(4)一斉学習，協働学習，個別学習のいずれかで活用できそうなデ

ジタル教材（タブレットアプリも可）を，グループで話し合っ

て考えなさい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


